


ワークショップ

　　　 学   生 ：2004年2月19日（木）～2月22日（日）の4日間

　　　 一般の方：2004年2月21日（土）～2月22日（日）の2日間

シンポジウム

　　　 2月22日（日）ワークショップ成果発表会、講師講演会

趣旨

日程

場所

北九州市立大学国際環境工学部（ひびきのキャンパス）

主催

共催

協力 北九州市立大学国際環境工学部（ひびきのキャンパス）

学研ワークショップ実行委員会

北九州市立大学赤川研究室/北九州学術・研究都市開発事務所

O u t l i n e
概 要

北九州学術研究都市は、大学や研究機関の立地及び産学連携の推進により、若い頭脳の育成の高度化を図り、

新たな産業の創出を目指して、大学や研究所そして住宅が一体となった複合的なまちづくりを進めています。

こうした中、これらのまちづくりは様々な主体が協働し、連携しながらまちの未来を考えていく必要がありま

す。このワークショップでは、日ごろ交流の少ない、学生、住民、民間、行政などの各主体が、同じ時間と場

所を共有し、作業・対話することにより、学術研究都市の未来を語り、まちづくりに関して共に学ぶことを目

的とします。
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実行委員会

北九州市立大学国際環境工学部環境空間デザイン学科学生有志

上田愛子、城戸祐一、肥塚祐美子、田村健一郎、滝本香織、中野宜子、野原春花、春田佳菜、藤永隆史

松下広輝、嶺岸赳宏、山崎美里

北九州市学術・研究都市開発事務所

株式会社アーバンデザインコンサルタント
十時裕、井上史一、藤井忠幸

熊埜御堂澄雄、赤尾英司、大貝保志、古賀誠二、野田豊、平田裕二、原田一臣、松尾洋樹

実行委員長

赤川貴雄（北九州市立大学国際環境工学部環境空間デザイン学科助教授）



ワークショップ参加者一覧

池田尚子

入江和則

岩熊志保

馬田智也

岸原敬

楠本京子

佐藤修

柴田加奈子

新保美奈子　

中山歳喜

秀島孝

比山穣　　　

福島静子

藤村和寿

吉谷盛雄

学生参加者

一般参加者

福岡市

学研開発事務所

（株）エコプラン研究所

八幡西区

岸原事務所フリーハンド

中間市

（株）オオバ

八幡西区

（株）アーバンマトリックス

（株）エコプラン研究所

（株）オオバ

（株）アーバンマトリックス

八幡東区

ジーアンドエス エンジニアリング（株）

ジーアンドエス エンジニアリング（株）

天野和恵

イ・ウォンイル

牛嶋健介

市崎信寛

小野良介

川橋真由子

川村真理 

木戸正典

倉掛健寛

幸山泰之

櫻木登 

佐藤範行

末永千浦

住吉徹

竹原幸希

田尻雅子

徳田勇貴

中野晋治

長友秀文

西尾絵吏

永野晴美

野坂保道

弘重友就

深水佐代子

藤田悠

前田直孝

桝永加奈子

三木哲郎

三友奈々

南川雅大

村上加奈

村谷武蔵

森真由子

森山俊之

諸見亮輔

吉野毅

渡邉和昭

Camille Dupouy

Vera Oppolze

Sergio Miguel S.L.Figueiredo

Part ic ipant
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福岡大学

西日本工業大学

近畿大学

西日本工業大学

福岡大学

福岡大学

北九州市立大学

北九州市立大学

福岡大学

山口大学

北九州市立大学

北九州市立大学

西日本工業大学

九州大学（九州芸術工科大学）

北九州市立大学

福岡大学

北九州市立大学院

日本文理大学

北九州市立大学

九州職業能力開発大学

福岡大学

北九州市立大学

西日本工業大学

福岡大学

北九州市立大学

山口大学

九州職業能力開発大学

早稲田大学院

筑波大学院

北九州市立大学

北九州市立大学

九州職業能力開発大学

九州職業能力開発大学

山口大学

九州職業能力開発大学

北九州市立大学

九州職業能力開発大学

九州大学

九州大学

九州大学









知的ライフを始めよう！

 

Concept

Network

Center is

Zoning

Plan

動線計画

配置計画

駐車場完成予想図

CONCEPT
　学研都市のサーベイをして、大学と住宅地との関係が薄いという

印象が強かった。このことより、大学と住宅地(住民)との間の境界

線を無くし、大学の研究の対象でもある自然も交流の媒体として活

かすことによって、より交流のある住宅地の計画を考える。

NETWORK
　住民に大学をより身近かに感じれるように、大学と住宅地を結ぶ、小

さいセンター（●）を学研都市内の各住区におき、そこで大学の研究内

容や大学生等が住民と共に学ぶような多目的なスペースを提供する。

※図中の●はセンターを表す。

CENTER is
　このセンターには活動・生活・商業の3つの要素をもたせる。

　《活動の要素》

住民や学生が学習・作業をする場や、その成果品の展示するスペース

として活用する。

　《生活の要素》

学生用住宅として活用したり、近隣に住む学制のライフサポートの場

として活用する。

　《商業の要素》

住民と学生ともに利用できる食堂や、学生のバイトのできる店舗、コ

ンビニなどとして活用する。

ZONING
大学を中心に、それぞれの地域の特徴をもったセンターを配置していく。今回は学研都市の入り口にもなっており、

土地の起伏がある地域を選択し、地形を活かしたプランを考える。

PLAN

動線計画:

　まず、住宅地とセンターの関係やセンターと他住区のセンターとのつながりを考えながら動線

を計画した。 

配置計画:

　センターの位置は土地の高低差があるところの中心あたりに配置し、公園のような要素も折り

込んでセンターより高い位置に家族向けの住宅を配置して公園で遊ぶ子供達を見守れるように、

センターより低い位置に大学生用のアパートを配置して、住宅の中を通ってアパートまで行くよ

うな動線にすることで、その途中で出会う住民との交流が生まれやすくした。また、車は住宅地

の中には入れないようにし、共用の駐車場にすることにより、起伏のある自然な地形をあまり崩

さなくてすむ・安全でフェイスtoフェイスの関係が生まれやすい・環境によい・住民が自分達の

使いやすい安全な歩道をつくっていけるなどのメリットが得られる。

 

※●公園 

　■家族向け住宅

　■駐車場

　→車道

　→歩道

探しています。

イ・ウォンイル
幸山　泰之
田尻　雅子
中野　晋治
中野　宜子

野坂　保道
桝永　加奈子
松下　 広輝
南川　雅大
森　真由子テーマ：新しいライフスタイルを楽しめる住宅地のあり方



学研都市全体図

断面図

お年寄り

サラリーマンor学生

橋の断面図

お年寄り

学生・留学生

農家

核家族

サラリーマン

配置図

自然を取り入れたさまざまな
ライフスタイルが存在する住宅地

～自然との共生～ ・侵食されつつある自然
・人々が活用していない自然

問題点

さまざまなライフスタイルとは…

サラリーマン・核家族・新婚・農家
学生一人暮らし・留学生・お年寄り など

まとめ

子供を怒れるお年寄り
遊び仲間としての子供と大学生
一人暮らしの学生と核家族の交流
単身サラリーマンとお年寄りの助け合い

level=0m
level=0～8m
level=3～8m
level=14～18m
level=20m

共有スペース・お年寄り
農場
核家族
一人暮らしの学生
サラリーマン

年齢・職業・生活スタイル など

この敷地は山と山に挟まれた谷間にありま
す。さまざまなライフスタイルを楽しめる
住宅地のあり方なのでいろいろと高低差が
あるほうが区別しやすく、おもしろい住宅
地が提案できると考え、この敷地を選びま
した。

お年寄りやみんなが集まる公共スペースは一番低く、敷地
の中心になるように、斜面には核家族を持ってきて斜面で
子供が遊べるように、学生の一人暮らしやサラリーマンは
一人暮らしなので連帯感を持てるように上下でセットにし
て配置しました。またその一人暮らしの住宅が谷にかかる
端の役目をしており、反対側の留学生達の住宅に行き来が
できるようになっています。また橋の上には芝生を敷き、
洗濯物を干したり、夏はバーベキューを楽しんだりできる
ようにしました。

洗濯物

芝生

階段

PRESIDENTS
市崎　信寛
川橋　真由子
木戸　正典
末永　千浦

田村　健一郎
Sergio Miguel S.L.Figueiredo

西尾　絵吏
渡邉　和昭テーマ：新しいライフスタイルを楽しめる住宅地のあり方





Image  of  wetland

残されている自然の保全

↑現在生息しているヘイケボタルなど
の生態系を活かす

→繋がっていない江川と大学のつなが
りをつくる

コンセプト

自然を残す

生態系を活かす

江川と大学をつなぐ

人々の交流

Preservation of the Nature

Connection: Egawa ⇔ Unv

Provide　habitat

Place  for  interaction

湿地の再生

水の貯蓄

水の浄化作用

洪水の防止

生物の生息地

Collect Rainwater

Prevention of Flood

Purification of Water

Habitat of Living things

湿地の役割

　私たちは、学研都市周辺地域において現在残さ
れている自然を最大限に活かし、更に有効活用す
ることを念頭にコンセプトを考えました。大きな
コンセプトは上記の「自然を残す」「江川と大学
をつなぐ」「生態系を活かす」「人々の交流」の
4つとし、それぞれにおいて提案を行います。　

　開発による里山の消滅により生命体が危機にさ
らされています。そこで開発による影響を軽減し
生態系を保護するために湿地を用います。

生態保護
（生息地）

交流の場

湿地
WETLAND

貯水
（洪水防ぐ）
（水の浄化）

江川へつなぐ
Connecting the river

人と人とをつなぐ
Connecting people 
  for Interaction

生物をつなぐ
Connection of species

W E T tL tA tN D

Nature
Simple
Small

森林を体験する

自然にやさしい道づくり

木材の再利用

Experience in the Forests

Recycle of Wood

Corridors 

湿地の再生による環境保全

ボードウォークを用いた環境教育の場

自然貯水機能（江川への負荷の軽減）

人々の交流の場

Environmental Preservation by the Wetland

Mitigation of Load to Egawa

Environmental Education by the Boardwalk

Community for Residents

今後の課題

維持管理

交流の“場”作り

Maintenance Management

Community

遊歩道の計画

２
３

６

５

１

７

４

Different Habitat

1. Edge Habitat
2. Forest
    destroyed
    new Bamboo
3. Deep Forest
4. Pond,Deep
    water area
5. Grassland
    Habitat
6. Wetland Habitat
7. Salty wetland

1.                  2.                  3.                  4.  5.              6.　               7. 
City
Complex
Big

A

Before

↑湿地再生を行った後のイメージ図
↓湿地再生を行う前のイメージ図

↑完成イメージ図 上：湿地上のボードウォーク
中：森林内のボードウォーク
下：湿地沿いのボードウォーク

←交流の場として利用され
　地域交流の拠点としていく
　ことが今後の課題

まとめ

今後の課題としては、維持管理の問題とここが
交流の場となるように、様々なイペントや企画
を行っていくことがあげられます。

After

　コンセプトに掲げた４つの要素をボードウォークの設
置により実現します。ボードウォークに用いる木材は、
学研都市の開発で伐採した木材を再利用します。
またメリットとしては、現在存在する木々を伐採するこ
となく、避けて道を建設できる点があります。
　そしてボードウォークのみではなく各ポイントに休憩
所を設置し、自然を見たり、聞いたり、感じたりするこ
とができるようにしてあります。休憩所は、山の奥に進
むほどデザインが抽象的になり、自然に回帰していく雰
囲気を演出しています。

　今回のワークショップにおける提案として「湿地の再
生による環境保全」「自然貯水機能」「ボードウォーク
を活用した環境教育の場」「人々の交流の場」の４つの
提案を行いました。上記の写真は完成イメージ図です。
自然を保全しながら、小さな子供からお年寄りまで楽し
みながら自然を体感することができます。

PIRATESテーマ：緑と湿地によるランドスケープづくり

池田　尚子

牛島　祐一

城戸　祐一

倉掛　健寛

肥塚　祐美子

徳田　勇貴

永野　晴美

藤田　悠

Vera Oppolzer

山崎　美里



北九州学術研究都市について

１．北九州学術研究都市（以下、学研都市と略します。）を知っていましたか。

２．学研都市に来られたことはありますか。

３．学研都市の第一印象について

４．学研都市に求めるイメージは何ですか。

５．学研都市は、現在も整備事業が行われていることを知っていましたか。

６．整備事業は、土地区画整理という手法により進められていることを知っていましたか。

ワークショップの参加について
１．開催をどこで知りましたか。

２．参加の動機

３．これまでのワークショップの参加回数

４．ワークショップ開催のスタッフの段取りについて

北九州学術研究都市について

１．学研都市に滞在して、印象として一番残ったこと

２．今後、学研都市に付加すべきもの

ワークショップの内容について

１．ワークショップのテーマ

２．会場

３．スタッフの動きや運営

４．参加者への対応

５．講師の方の参加者への対応

６．作業

７．自分の意見が言えたか。

８．今回のワークショップに参加して良かったと思いますか

９. 次回の開催があれば参加したいと思いますか

10. 今後どのようなワークショップのテーマを希望しますか

ワークショップ開始前

北九州学術研究都市について
１．北九州学術研究都市（以下、学研都市と略します。）を知っていましたか。

２．学研都市に来られたことはありますか。

３．学研都市の第一印象について

４．学研都市に求めるイメージは何ですか。

５．学研都市は、現在も整備事業が行われていることを知っていましたか。

６．整備事業は、土地区画整理という手法により進められていることを知っていましたか。

シンポジウムについて
１．開催をどこで知りましたか。

２．来場の動機

３．ワークショップ成果発表について

４．基調講演について

５．パネルディスカッションについて

参加者（ワークショップ開始前）
　配布数62　 回収数33

参加者（ワークショップ開催後）
　配布数62　 回収数32

シンポジウム聴講者
　配布数102　回収数37

参加者

ワークショップ終了後

シンポジウム

聴講者

Part ic ipant 's  Voice
参 加 者 の 声 ～ ア ン ケ ー ト よ り ～

082





１．北九州学術研究都市（以下、学研都市と略します。）を知っていましたか。

よく知っている 名前だけ 知らなかった
1317 3

3回以上 1～2回 初めて
1211 10

２．学研都市に来られたことはありますか。

３．学研都市の第一印象について（参加者：初日、シンポジウム聴講者）

よく知っている 名前だけ 知らなかった
1122 4

3回以上 1～2回 初めて
914 14

国
際
性
　

・
外
国
の
人
々
と
毎
日
か
か
わ
っ
て
お
り
、
日
本
人
と
は
違
っ
た

　
国
際
的
な
考
え
方
を
知
る
機
会
が
あ
っ
た
。

・
外
国
の
人
が
い
る
か
ら
。

学
術
性

・
多
く
の
大
学
や
研
究
機
関
が
立
地
し
て
い
る
。

・
数
多
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
究
発
表
会
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

新
し
さ
　

・
開
発
途
中
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
空
地
も
多
く
、
施
設
全
て
が
新

　
し
い
為
、
最
近
開
発
さ
れ
た
と
い
う
事
が
一
目
で
わ
か
る
。

・
建
物
、
施
設
が
新
し
い
。

・
街
並
や
構
想
か
ら
他
に
無
い
「
新
し
さ
」
を
感
じ
た
。

・
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
が
シ
ン
プ
ル
、
土
地
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。

・
建
物
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
、
街
並
が
新
し
い
の
で
。

・
そ
の
地
域
に
だ
け
の
都
市
形
態
か
ら
。

・
大
学
を
中
心
に
都
市
を
活
性
化
す
る
試
み
は
非
常
に
興
味
深
く
、

　
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
た
。

利
便
性

・
地
域
住
民
が
気
軽
に
利
用
出
来
る
様
に
し
て
ほ
し
い
。

建
物
　

・
設
備
が
す
ご
く
い
い
の
で
。

・
建
物
全
て
き
れ
い
で
、
こ
こ
に
通
っ
て
い
た
ら
刺
激
が
あ
っ
て
勉
強

　
に
な
る
。

・
機
能
と
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
組
ん
だ
建
築
と
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
さ
れ
た

　
空
間
が
連
立
し
て
い
る
よ
う
な
場
所
は
あ
ま
り
無
い
か
ら
。

・
整
備
は
さ
れ
て
は
い
る
が
、
花
や
街
路
樹
が
少
な
く
、
冷
た
い

　
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た

開
発
工
事
　

・
山
が
削
ら
れ
、
自
然
が
荒
さ
れ
て
い
る
か
ら
。

・
整
備
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
ま
だ
完
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
。

・
新
し
い
建
物
が
ど
ん
ど
ん
建
っ
て
い
く
か
ら
。

・
一
見
新
し
さ
が
あ
っ
た
が
、
開
発
途
中
の
所
が
あ
っ
た
り
、
北
九
大

　
が
休
講
の
時
は
人
が
殆
ど
い
な
い
。

・
ま
だ
地
域
と
の
密
着
性
が
低
く
、
都
市
と
し
て
は
成
立
し
て
い
な
い

　
と
い
う
感
じ
を
受
け
た
。

・
人
が
い
な
く
寂
し
い
印
象
を
受
け
た
。

・
建
物
き
れ
い
過
ぎ
る
感
じ
で
閉
じ
た
印
象
を
持
っ
た
。

・
ま
だ
ま
だ
開
発
途
中
、
建
設
途
中
と
い
う
印
象
が
強
い
。

・
む
な
し
さ
を
感
じ
た
、
山
を
削
り
す
ぎ
だ
。

・
日
中
の
開
発
が
目
に
付
く

・
工
事
ば
か
り
な
の
で
周
辺
環
境
か
ら
浮
い
て
い
る
。

・
開
発
の
ス
ケ
ー
ル
に
驚
愕
し
た
。

自
然
・
敷
地
内
に
開
放
的
な
空
間
が
あ
っ
た
。

・
ま
だ
交
通
量
が
少
な
く
、
虫
も
山
も
多
く
、
空
気
も
き
れ
い

・
新
し
さ

・
開
発
工
事
が
多
く
施
設
が
き
れ
い

・
身
近
に
な
い
空
間
に
触
れ
合
え
た

学 研 都 市 に つ い て

シンポジウム

聴講者

参加者3.0

18.2

0

0

48.5

18.2

国際性

学術性

にぎわい

新しさ

利便施設

建物

開発工事

自然

その他

0

0

9.1

31.8

6.1

0

9.1

2.3

9.1

25.0

11.4

0

2.3

22.2

0

5.6

11.1

13.9

5.6

22.2

11.1

←ワークショップ参加前

←ワークショップ終了後

シンポジウム

聴講者

参加者

シンポジウム

聴講者

参加者

４日間学研都市に滞在して、印象は変わったか。（参加者：最終日）

[人]

[%]

ワークショップ参

加者もシンポジウ

ム聴講者の方にと

って、「新しさ」

が目をひいたよう

ですが、4日間滞在

した中で、「開発

工事」や「自然」

が印象に残った参

加者が大幅に増え

ています。
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4．学研都市に求めるイメージは何ですか。（参加者：初日、シンポジウム聴講者）

知っている 知らない
45.554.5

知っている 知らない
43.256.8

5．学研都市は整備区域を3期に分けて整備を進めています。現在も事業が行われている事を
　　知っていますか。

6．学研都市事業は、地権者との協議を重ねながら土地区画整理という手法で進められてい
　　る事を知っていますか

知っていた 知らなかった
75.821.2

知っていた 知らなかった
54.145.9

シンポジウム

聴講者

参加者

10.4

22.1

16.9

18.2

国際性

にぎわい

自然

利便性

安全性

学術性

産業性

商業性

3.9

0

6.5

10.4
35.6

24.7

1.3

7.8

15.3

25.4

13.6

5.1

0

1.7

19.5

19.5

5.2

3.9

0

16.9

2.6

←ワークショップ参加前

←ワークショップ終了後

今後学研都市に付加すべきものは何だと思いますか。（参加者：最終日）

[%]

[%]

国
際
性

・
今
は
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
割
に
は
実
際
に
感
じ
ら
れ
な
い
。

・
九
州
の
玄
関
口
と
し
て
簡
単
に
こ
れ
る
利
点
を
活
か
し
、I

T

を

　
利
用
し
た
大
き
な
仕
事
、
学
習
の
場
を
限
ら
れ
た
範
囲
で
作
れ

　
る
と
思
う

に
ぎ
わ
い

・
学
内
部
以
外
の
賑
わ
い
が
な
い
。

・
活
気
の
な
い
都
市
は
魅
力
が
な
い
。
防
犯
上
も
良
く
な
い

・
空
間
的
な
賑
わ
い
を
作
り
つ
つ
、
自
然
を
取
り
入
れ
る
べ
き

自
然
・
先
進
的
な
も
の
よ
り
、
自
然
と
の
共
生
を
実
現
し
た
ま
ち
づ
く

　
り
の
例
と
な
る
都
市
に
。

・
人
を
呼
ぶ
魅
力
は
自
然
を
活
か
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
。

利
便
性

・
生
活
面
で
の
水
準
を
向
上
し
な
い
と
今
の
ま
ま
で
は
不
便
す
ぎ
る
。

・
特
に
食
事
当
の
施
設
の
不
十
分
さ
が
目
立
つ
。

商
業
地
域

・
学
生
が
使
用
で
き
る
よ
う
な
商
業
地
域
が
全
く
な
い
。

そ
の
他
意
見

・
福
祉
に
つ
い
て
は
何
も
聞
け
な
か
っ
た

・
観
光
地
的
土
地
に
は
利
便
性
、
交
通
網
の
問
題
が
一
番
重
要
で

　
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・
住
民
と
学
生
の
連
携
が
町
を
活
気
付
か
せ
る

4日間学研都市で生活した

参加者からは、にぎわいや

利便性などを付加すべきと

いう意見が多く得られまし

た。ＪＲの駅から離れた丘

の上にある立地や、店舗の

少なさから利便性に欠ける

と感じた人が多かったと思

われます。また、大学が春

休み中だったことで、学生

が少なかったことも、「に

ぎわい」の回答に影響して

いるでしょう。

シンポジウム

聴講者

参加者

シンポジウム

聴講者

参加者
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１．開催をどこで知りましたか。

２．参加の動機についてお答えください

２．会場はどうでしたか

12

0

1

4

15

8

無回答

つまらない

あまり面白くない

普通

面白い

とても面白い

（
よ
か
っ
た
点
）

・
身
近
な
と
こ
ろ
な
の
で
面
白
か
っ
た
。

・
建
築
以
外
に
も
大
切
な
場
所
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

　
れ
る
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

・
進
行
途
中
の
開
発
の
テ
ー
マ
な
の
で
、
色
々
な
事
を

　
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

・
現
実
味
が
あ
り
、
刺
激
的
な
テ
ー
マ
。

・
様
々
な
テ
ー
マ
が
最
後
に
は
１
つ
と
し
て
関
係
し
て

　
い
る
所
が
面
白
い
。

・
都
市
と
江
川
を
活
か
す
テ
ー
マ
は
面
白
い
。

・
周
り
の
環
境
に
つ
い
て
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

・
４
つ
の
テ
ー
マ
が
個
性
的
だ
っ
た
。

・
学
研
都
市
な
ら
で
は
で
面
白
か
っ
た
。

・
規
模
が
大
き
い
。

（
改
善
す
べ
き
点
）

・
重
な
る
所
が
多
く
、
明
確
に
答
え
る
提
案
は
し
づ
ら

　
か
っ
た
。

（
提
案
）

・
テ
ー
マ
を
大
き
く
一
つ
に
し
て
自
分
達
で
テ
ー
マ
か

　
ら
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
？

（
よ
か
っ
た
点
）

・
楽
し
い
雰
囲
気
だ
っ
た
。

・
施
設
か
ら
新
し
く
き
れ
い
。

・
こ
ん
な
校
舎
が
良
い
。

・
居
心
地
が
い
い
。

（
改
善
す
べ
き
点
）

・
作
業
ブ
ー
ス
が
狭
い
。

・
時
間
制
限
が
き
つ
い
（
何
に
対
し
て
も
）
。

・
ご
飯
を
食
べ
る
に
は
不
便
。

・
プ
レ
ゼ
ン
会
場
、
パ
ソ
コ
ン
等
良
か
っ
た
。

　
宿
泊
は
安
価
で
良
い
が
、
不
便
。

・
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
遠
い
、
バ
ス
停
か
ら
遠
い
。

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 参 加 に つ い て

21

３．ワークショップに参加したことのある回数は？

今回初めて

２回目

３回目

４回以上

無回答

5

4

1

2

0

まちづくりに興味がある

様々な人との交流

自分の研究に活かすため

課外活動への参加

講師の方のお話

その他

12

13

10

10

7

4

ワ ー ク シ ョ ッ プ の 内 容 に つ い て

1．ワークショップのテーマ

11

0

2

12

11

4

無回答

悪い

良くない

普通

良い

とても良い

0

0

0

ポスター

ホームページ

知人から

市政便り

ラジオ

テレビ

その他

無回答

12

1

15

3

2

[人]
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3．作業は納得いくものでしたか。

11

0

6

6

8

9

無回答

できなかった

あまりできなかった

どちらともいえない

できた

よくできた

（
出
来
た
）
　

　
・
実
現
可
能
な
案
を
提
案
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　
・
今
後
の
活
動
に
役
に
立
つ
と
思
う
。

　
・
ま
と
ま
り
の
あ
る
チ
ー
ム
で
少
し
ず
つ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
し
な
が
ら
作
り
上
げ
た
の
で
ま
と
ま
り
の
あ
る
チ
ー
ム
で
面

　
　
白
か
っ
た
。

　
・
課
題
は
た
く
さ
ん
残
っ
て
は
い
る
け
れ
ど
、
今
回
は
十
分
な

　
　
結
果
が
出
せ
た
と
思
う

　
・
出
来
る
限
り
が
ん
ば
っ
た
。

（
出
来
な
か
っ
た
）

　
・
　Power Point

の
画
像
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

　
・
時
間
の
割
に
は
ま
と
ま
っ
た
が
、
学
問
的
、
建
築
的
な
面
ま

　
　
で
突
き
進
め
な
か
っ
た
の
が
心
残
り
だ
。

　
・
初
め
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
戸
惑
い
が
ち
だ
っ
た
。

　
・
し
っ
か
り
自
分
の
意
見
を
持
ち
た
い
と
思
っ
た
。

　
・
時
間
が
あ
ま
り
に
も
短
か
っ
た
。

　
・
チ
ー
ム
で
行
う
こ
と
は
難
し
く
、
納
得
い
く
ま
で
出
来
な
か

　
　
っ
た
。
も
っ
と
良
い
も
の
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

　
　
か
っ
た
。

　
・
話
し
合
い
に
つ
い
て
い
け
な
く
て
迷
惑
を
か
け
た
。

　
・
提
案
の
み
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
・
知
ら
な
い
人
と
の
作
業
は
難
し
さ
を
感
じ
る
。
考
え
た
こ
と

　
　
を
う
ま
く
表
現
す
る
た
め
の
話
し
合
い
も
十
分
に
出
来
な
か
っ
た
。

　
・
理
屈
は
整
理
で
き
た
が
表
現
し
き
れ
な
か
っ
た
。

（
言
え
た
）

・
思
っ
た
こ
と
は
何
で
も
口
に
出
し
て
い
っ
て
み
た
。

・
言
っ
た
け
ど
時
に
は
衝
突
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

・
簡
単
な
意
見
し
か
言
え
な
か
っ
た
。

・
学
生
と
言
う
同
じ
立
場
だ
っ
た
の
で
自
由
に
討
論
し

　
あ
え
た
。

（
言
え
な
か
っ
た
）

・
も
っ
と
時
間
と
経
験
が
あ
れ
ば
も
っ
と
良
い
議
論
が

　
出
来
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

・
１
つ
１
つ
を
じ
っ
く
り
考
え
る
時
間
が
な
か
っ
た
の
で

　
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
整
理
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
口

　
か
ら
出
て
し
ま
っ
た
。

・
他
人
の
意
見
を
聞
く
の
で
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

４．自分の意見が言えましたか。

0

よくできた

できた

どちらともいえない

あまりできなかった

できなかった

無回答

8

2

4

13

9

0

8

5．今回のワークショップに参加して良かったと思いますか。

0

全くそう思う

思う

どちらともいえない

あまり思わない

思わない

無回答

2

4

18

14

0

8

0

6．来年以降、学研都市であれば参加したいと思いますか。

0

全くそう思う

思う

どちらともいえない

あまり思わない

思わない

無回答

0

4

8

15

0

8

9

ワークショップへの参加が初めてという

参加者が多い中で、4日間で提案をまとめ

る難しさを感じた人が多いようですが、

「自分の意見を言えた、良い議論ができ

た。」という人も多く、今回のワークシ

ョップに対し、満足感を得た人が多いこ

とが分かり、私たち主催者も嬉しく思っ

ています。私達スタッフの不手際で参加

者の方には迷惑をかけたことも多かった

と思いますが、次回行う際には、もっと

作業面やテーマも工夫し、良いものにな

るようにしたいです。参加者が1回の参加

で満足感を得るだけではなく、学研都市

のまちづくりに活きていくようなワーク

ショップを継続していきたいですね。
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・
新
北
九
州
空
港
の
周
辺
地
域
に
つ
い
て

・
産
業
を
誘
致
、
創
出
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
企
業
も
学
生
も
互
い
に

　
相
乗
効
果
を
持
て
る
関
係
に
な
る
た
め
の
話
し
合
い
を
行
い
た
い

・
も
の
を
実
際
に
作
り
上
げ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
た
い

・
環
境
、
技
術
、
福
祉
等
の
連
携
に
つ
い
て

・
都
市
計
画
関
係
、
建
築
理
論
関
係

・
ス
ト
ッ
ク
型
建
築

・
今
回
の
つ
づ
き

・
様
々
な
場
所
を
選
択
し
、
あ
わ
せ
る
と
一
つ
に
な
る
よ
う
な
テ
ー
マ

・
一
つ
の
テ
ー
マ
か
ら
、
異
な
っ
た
提
案
、
プ
ロ
セ
ス
を
見
て
取
れ
る

　
よ
う
な
も
の

・
深
ま
り
の
あ
る
も
の
な
ら
ど
ん
な
も
の
で
も

7．今後どのようなワークショップのテーマを希望しますか。

8．今回のワークショップで気づいたこと、意見、希望等

(

感
想
）

　
・
初
め
て
だ
っ
た
が
非
常
に
楽
し
め
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
。

　
・
地
元
、
九
州
の
参
加
者
が
多
く
、
具
体
的
な
意
見
が
聞
け
て
よ
か
っ
た
。

　
・
以
前
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
行
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
今
回
の
ス
タ
ッ
フ
は
非
常
に
優
秀
で
、

　
　
活
動
し
や
す
い
場
面
を
常
に
提
供
し
て
く
れ
て
い
た
。

　
・4

日
間
で
よ
か
っ
た
。
ま
た
参
加
し
た
い
。

　
・
他
大
学
の
人
の
意
見
は
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

　
・
一
般
の
方
の
参
加
は
い
い
ア
イ
デ
ィ
ア
や
助
言
を
得
る
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
よ
か
っ
た
。

　
・
他
国
の
人
々
の
ま
っ
た
く
違
う
視
点
が
面
白
か
っ
た
。

　
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
で
な
い
状
況
で
意
見
を
伝
え
る
こ
と
は
容
易
な
場
合
よ
り
も 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

論
理
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　
・
学
研
都
市
の
あ
り
方
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
点
が
多
か
っ
た
。

　
・
短
期
間
で
の
作
業
で
は
言
葉
の
壁
の
ハ
ン
デ
ィ
は
差
が
大
き
か
っ
た

　
・
材
料
が
少
な
く
、
模
型
作
り
が
し
に
く
か
っ
た
。

　
・P

C

環
境
が
よ
く
な
か
っ
た
。

　
・
期
間
が
短
い
。

　
・
与
え
ら
れ
た
デ
ー
タ
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
も
デ
ー
タ
を
取
る
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

　
・
情
報
の
取
り
方
に
も
っ
と
工
夫
が
い
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
・
一
般
の
方
の
途
中
か
ら
の
参
加
は
、
作
業
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、
や
り
に
く
か
っ
た
。

　
・
地
元
の
こ
と
な
の
で
諦
め
が
あ
り
、
超
現
実
主
義
に
な
り
が
ち
で
、
一
般
的
な
提
案
の
域
を

　
　
超
え
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
・
自
分
の
力
の
な
さ
を
感
じ
た
。

　（
意
見
）

　
・
他
の
地
域
の
参
加
を
促
す
た
め
に
も
っ
と
早
い
時
期
か
ら
告
知
を
す
べ
き
だ
と
思
う
。

（
希
望
）

　
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
意
見
が
今
後
の
開
発
に
少
し
で
も
活
か
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
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４．基調講演はいかがでしたか。

2

1

1

3

19

11

無回答

つまらない

あまり面白くない

普通

面白い

とても面白い

５．パネルディスカッションはいかがでしたか。

1

2

0

6

21

7

無回答

つまらない

あまり面白くない

普通

面白い

とても面白い

１．シンポジウムの開催をどこで知りましたか

9

テレビ

ラジオ

市政便り

知人から

チラシ

ホームページ

ポスター

その他

1

4

3

1

0

16

2

シ ン ポ ジ ウ ム に つ い て

・
大
学
が
発
信
し
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。

・
学
生
の
研
究
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
と
パ
ワ
ー
に
感
心
し
た
。

・
学
生
の
発
表
会
は
、
と
て
も
興
味
深
い
発
想
等
が
あ
り
、
面
白
か
っ
た
。

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
完
成
度
が
高
く
、
刺
激
に
な
っ
た
。

・
講
師
の
方
々
の
話
聞
け
て
よ
か
っ
た
。

・
学
生
は
短
期
間
で
よ
く
ま
と
め
て
い
た
と
思
う
。

・
ひ
び
き
の
な
ら
で
は
の
街
づ
く
り
の
蓄
積
は
、
こ
れ
か
ら
の

　
十
～
二
十
年
後
に
と
て
も
価
値
が
あ
る
と
思
う
。

・
地
域
性
と
い
う
大
事
さ
が
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

・
理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
調
整
す
る
か
が
難
し
い
。

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
講
師
、
市
民
の
意
見
の
時
間
が
ほ
し
か
っ
た
。

・
講
師
に
、
住
民
代
表
を
数
人
入
れ
た
方
が
生
々
し
い
講
演
が
出
来
た
と
思
う
。

・
こ
れ
か
ら
何
ら
か
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
た
い
。

・
こ
の
新
興
都
市
で
、
住
民
と
大
学
が
一
体
と
な
る
事
を
強
く
望
む
。

・
ぜ
ひ
来
年
度
も
実
施
し
て
ほ
し
い
。

２．来場動機を教えてください

12

学研都市に来てみたかった

学生の意見に興味があった

講師の方のお話

自分の研究に活かす

様々な人と交流

学研都市開発について考えたい

まちづくりに興味ある

その他

3

9

1

11

3

1

15

３．ワークショップの発表会はいかがでしたか

とても面白い

面白い

普通

あまり面白くない

つまらない

11

22

0

0

3

[人]

シンポジウム、ワークショップ発表会には、100名

を超える方の来場がありました。雨の中、ご来場

いただきありがとうございました。　時間の都合

上、時間があまり無く、来場者の方のご意見を頂

き、議論を行う時間が取れなかったことが残念で

した。次回への課題です。
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